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平成２５年度当初予算概要 

 

 

平成２４年度からスタートした新基本計画の大きな政策目標，「“みらい”を担う子

どもたちに誇れるまちに向けて」の実現に向け，事業の必要性，緊急性，重要性を見

極めながら，真に市民のためになる事業の選択を行った上での予算編成に努めてまい

りました。 

 

１．一般会計予算規模 

歳入歳出予算の総額：１７４億８，３１３万３千円 

※前年度の平成２４年度当初予算比較 

２４億４，１８２万８千円の増，率で１６．２％の大幅増 

ただし，この大幅な伸びの理由は，平成２４年度当初予算では，みらい平地区

に建設予定の小学校及びコミュニティセンターの用地取得費に係る費用を 

平成２３年度補正予算へ前倒ししたためで，この用地取得分を含めた実質の 

平成２４年度当初予算は，１６６億１，６７７万４千円となり，この場合で対

比すると，８億６，６３５万９千円の増，率で５．２％の伸びとなる。 

 

２．主な歳入 

（１）市税：６６億７，００１万２千円 

※前年度比３億５，１１４万４千円の増，増加率で５．６％の伸び 

主な増額の内訳 

個人市民税 １億６，６２４万３千円の増額 

法人市民税 １億４，２４４万９千円の増額 

 

（２）地方交付税：２４億５，０００万円 

国の平成２５年度地方財政計画などから試算。 

前年度比１億５，０００万円の減額。 

（３）その他の歳入 
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・国庫支出金は２５億６，１２０万２千円 

前年度比７億５，１２３万７千円の増額 

・市債は２６億３，６９０万円 

前年度比１２億５，７７０万円の増額 

※その他の歳入については，みらい平地区の小学校やコミュニティセンター

の建設，また，合併特例債での道路整備事業が本格化することなどから，事

業費が増額となるとともに，財源も増額となっている。 

 

 

３．主な歳出 

（１）子育て環境の充実  

   子育て環境の充実に係るための事業 

・小絹小児童クラブ整備事業 ８，０００万６千円 継続 

   小絹小学校敷地内に児童クラブを建設し，規模を拡大する。 

   小絹第１クラブ（60名），小絹第２クラブ（30名）から， 

小絹第１クラブ（40名），小絹第２クラブ（40 名），小絹第３クラブ（40 名）

とし，定員を３０人増加させる。 

 

・児童館整備事業 ８８８万１千円 新規 

ふれあいセンターから小絹児童クラブの移転に伴い，今までの児童クラブのス

ペースをつくばみらい市で初めての児童館に改修する。 

 

・（仮称）みらい平地区コミュニティセンター整備事業 

   ２億４，８８２万３千円 工事着工，継続費 

   みらい平地区の市民交流の拠点となるコミュニティセンターを整備する。 

（児童館，子育て支援室，図書館分館併設） 

 

  

・保育所運営委託事業 ２億７，９４９万１千円 継続増  
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みらい平地区に今年４月に開所する「あい保育園富士見ヶ丘」新設により 

１億２，８４０万円増額となる。 

 

（２）教育環境の充実 

教育環境の充実に係る事業 

・(仮称)陽光台小学校建設事業 ８億２，２３４万３千円 工事着工継続費 

   みらい平地区の児童数の増加に伴い，小学校を新設する。 

 

・小中一貫教育事業 １，０５３万６千円 継続増 

  平成２４年度まで試験的に進めていた小中一環教育を平成２５年度から，市内

の全小・中学校で実施する。 

 

 ・ＴＴ非常勤講師設置事業 １，８９８万８千円 継続増 

   子どもたちの学力向上，きめ細やかな学習指導等を図るため，市内全小学校 

（１０校）にＴＴ非常勤講師を配置する。 

 

・中学校パソコン更新事業 １，０３７万３千円 継続 

  ＩＣＴ教育を推進するため，市内中学校の授業用のパソコンをハイブリットタ

イプに更新し，これまでの「パソコンの学習」から「パソコンを使った学習」に

教育内容を充実させる。 

 

・学校図書館司書配置事業  ３２２万４千円 新規 

   市内の中学校区に対し，各１名（計４名）の学校図書館司書を配置し，学校図

書館の充実を図るともに，子どもの読書活動の推進を図る。 
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（３）新基本計画に基づく事業の実施 

① 行きたくなる，住みたくなるまちをつくろう 

 人や企業を引きつける都市としての魅力，優位性を確立していくための施策 

 

・スマートインターチェンジ設置事業 ８８８万４千円 継続増 

    常磐自動車道への連結許可を受けるための協議を進める。 

 

・まちづくり整備推進事業 ７３０万３千円 新規 

スマートインターチェンジ整備後の波及効果をより得るため，市内の土地利

用，特に福岡地区の工業専用区域の拡大やワープステーション江戸周辺地域な

ど，開発を効果的に進めるための手法の検討を行う。 

 

・特産品づくり推進事業 １２７万円 新規 

    市のブランド化を推進するため，市の農産物の知名度アップや販路の拡大，

併せて，協議会を組織し，市の農産物を活かした加工品などの特産品づくりを

行う。 

 

・つくばみらい市４Ｈクラブ助成事業 ７万円 新規 

    将来の市の農業を支える若手農業経営者へ支援を行うため，「つくばみらい市

４Ｈクラブ」に対し，補助金を交付する。 

 

・人・農地プラン事業 ５，６００万円 継続 

    平成２４年度に策定した「人・農地プラン」に基づき，将来の市の農業を支

える青年就農者等に対し経営支援を行っていく。 

 

・友好都市記念事業 １０万円 新規 

    コミュニティ活動とて，今年１月に締結しました友好都市「埼玉県伊奈町」と

の交流事業を，市民を交えた委員会を組織し積極的に進める。 

 



 5

・嫁に来ないか事業 ６２万９千円 継続 

   平成２４年度に委嘱した結婚相談員を含めた相談体制の充実を図るとともに，

出会いの場となるイベントを引き続き開催し，事業を実施する。 

 

・伊奈・谷和原丘陵部まちづくり推進事業 ５３５万円 継続増 

    平成２４年度で伊奈・谷和原丘陵部一体型土地区画整理事業が終了すること

から，茨城県で行う完了記念式典の開催に併せ，「（仮称）みらい祭り」を行う。 

 

 

 ② 大人も子どもも高齢者もうれしい、誰もが便利に感じるまちをつく

ろう 

   子どもから高齢者まで，誰もが暮らしやすい環境の充実を図るための施策 

 

・地域公共交通運行事業費 ２，９６８万円 

 継続（コミバス）・新規（デマンド） 

平成２６年度から，コミュニティバスに加え，デマンド交通システムを追加

するための導入準備を行う。 

 

・「歩道のない道路は道路でない」事業 ６００万円 継続 

   「歩道のない道路は道路でない」事業を計画的に進めるため， 

平成２４年度から２ヵ年で進めている「歩道整備計画」策定の最終年度となる。  

 

・合併特例債道路整備事業 継続増 

    合併特例債で進められている道路事業を引き続き推進する。 

    (仮)豊体横町下宿線整備事業 ５，１１１万２千円  

※平成２５年度事業完了予定 

東楢戸台線整備事業 ７億７，８６７万９千円 

地区幹線３号線整備事業（伊奈東～小張）２億３，７８２万４千円 

都市幹線２号線整備事業（南太田～神生）１億９，０６８万１千円 
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市道１－３号線整備事業（山王新田～神住新田）５，０１０万６千円 

市道２－３号線整備事業（足高～神生）１億１，３１０万８千円 

 

 

 ③ 子どもから高齢者まで希望の持てる、みんなを大切にしたまちをつ

くろう 

   子どもから高齢者まで，誰もが健康で安心して暮らせるまち，希望の持てるよ

う投資をかかさないまちにするための施策  

 

・地域福祉計画策定事業費 ３９１万５千円 継続増 

   年々多様化する福祉ニーズに対応するため，福祉の総合計画となる「地域福

祉計画」を策定する。 

 

・身体障害者手帳交付事業 ２，２５７万円 新規 

   県からの権限委譲により，平成２６年度から市で身体障害者手帳を交付する

ことになることから，その準備経費を計上した。市民サービスの向上につなが

る。 

 

  ・救急医療情報キット配布事業 ６８万３千円 新規 

    高齢者が万が一の緊急事態に備え，安心した生活が送れるよう，６５歳以上

のひとり暮らしの高齢者等に対し，医療情報を迅速に伝えるための「救急医療

情報キット」を配布する。 

   

・国民健康保険加入者の特定検診自己負担金の無料化 ３０万円 新規 

    受診予定者３，１００人中，３００人（４０，４５，５０，５５，６０歳の

節目）に対し，疾病の早期発見，生活習慣病予防及び受診率の向上等を図るた

め，特定検診自己負担金の無料化を図る。 

・がん対策事業 ５，０８７万４千円 継続増 

    大腸がん，肝炎ウイルス検査の受診機会を増やすため，集団検診に加え，新
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たに施設（個別）検診を導入するとともに，がん検診無料クーポン券事業の普

及促進を進め，受診者を増やし，がん対策事業の充実を図る。 

 

・こころの体温計システムの導入 １９万１千円 新規 

早期に自身のこころの疲れや不調に気づくよう，インターネット，携帯電話

を利用して，ストレスや落ち込み度を確認できる「こころの体温計」を導入す

る。 

 

・総合運動公園野球場改修事業 ７，１４１万１千円 新規 

   利用者が快適に利用出来るよう，総合運動公園の野球場を改修する。 

 

・古川テニスコート改修事業 ２，５２０万円 新規 

   利用者が快適に利用出来るよう，古川テニスコートを改修する。 

 

 

④ ハード・ソフト両方が安心な持続可能なまちをつくろう 

   市民との信頼関係を高め，行政全体として，将来にわたって持続可能な質の

高い自治体を目指すための施策 

 

・空き家対策事業 ２４万円 新規 

    近年問題化している「空き家」問題に対し，市民を交えた委員会を設置し，

今後の市の対応の方向性を検討する。 

 

・防犯対策事業 ４，９２８万２千円 継続 

    防犯（街路）灯の適正な管理を図るとともに，防犯（街路）灯のＬＥＤ化を

積極的に推進する。 

 

・消防団ポンプ車両更新事業 １，６６４万円 継続 

市民の安全を確保するため，計画的に消防団ポンプ車両更新する。（第９分団） 
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・交通安全対策事業 ９３８万２千円 継続 

    交通安全の啓蒙や対策，カーブミラーや注意看板の設置，「スクールゾーン」

などの路面警戒標示の整備を行う。 

 

・放射能対策事業 ２，９０５万１千円 継続  

    平成２４年度に引き続き，民地の除染や給食食材の検査を行う。 

 

・市町村再生可能エネルギー導入促進事業 ３，５０２万３千円 新規 

   自然再生エネルギーの導入の促進，緊急時の電力を確保するため， 

谷和原保健福祉センターへ太陽光発電及び蓄電池を設置する。 

 

・板橋小学校自転車通学区域児童通学バス運行業務委託 ６９３万円 新規 

歩道などの安全施設の整備状況を踏まえ，子どもたちの通学における安全確

保を第一に考え，板橋小学校の自転車通学区域の児童に対し，平成２５年度の

時限的措置として，通学バスを運行する 

 

・谷和原中学校耐震・大規模改修事業 ３億８，６２５万円 工事着工 

   市内の小・中学校の耐震化を計画的に進めるため，今年度は谷和原中学校の 

耐震，大規模改修工事を行う。 

 

・公園長寿命化計画策定事業 １，４７４万円 新規 

    都市公園について，施設の老朽化に対する安全性の確保及びライフサイクル

コストの縮減を図るため，「公園長寿命化計画」を策定する。 

 

  ・行財政改革の推進 

市民サービスの向上を第一に，「民間にできるものは民間に委ねる」ことを基

本に，市の事業に対する民間活力の導入を積極的かつ計画的に推進する。 

 


